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Abstract Larvae of Apochima excavata (Dyar) were observed in the field using the same methods as Funakoshi and 
Miyano (2010) and were reared in the laboratory in 2010. Additional notes on the ecology, in particular the behavior of 
the imagines, place of pupation, sex ratio, number of eggs laid and ovipositing position, were investigated to examine 


the unique adaptation to the habitat and host plant of the species. 
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著者 ら は 2008—2009 年 に か た け て タワ トゲ エダ シャ ク 効 虫 
の 探索 か ら , 本 種 が 激減 し た 理由 に つい て の 推定 を 行っ た 
(ABE EEF, 2010). 2009~2010 年 も 飼育 や 幼虫 探索 を 行 
い , 生態 に 関す る 知見 を 追加 する こと が で きた の で 報告 す 
る . 


調査 地 と 調査 方 法 


調査 は , 船越 ・ 宮 野 2010) が 報告 し た 2008 一 2009 年 の 調 
査 と 同様 に , 2009 一 2010 年 に 本 種 が 生息 する 各務 原市 松本 
町 の 木曽 川 右岸 河川 敷 で 行っ た . 本 種 の 幼虫 を 寄主 で ある 
クリ の 樹 を 中 心 に 目視 で 探し , Wopo kib) 
クリ の 葉 を 与え て 飼育 し た . 2010 年 8 月 に は 蘭 を 掘り 出し 
て 破り , 映 化 の 状況 と 性 を 確認 する と と も に 写真 の 記録 を 
残し た . さら に , 羽化 し た 成虫 を 砂 を 敷い た 長径 12.0 cm, 
高き 9.5 cm の 容器 に クタ クリ の 小枝 と 糖 密 を 含ま せ た 六 棒 を 人 
れ , 成虫 の 雌雄 を 1 対 ず つ 入 れ た も の を 2 組 用 意 し て 行動 
を 観察 し た . また , 前 報 で | 幼虫 の 成長 曲線 か ら , 未 発見 
の 1 齢 幼虫 の 頭 幅 を 695.54 um と 推定 し , 卵 サ イズ は 大 型 
で ある 」 と 予想 し て いた た め , 産卵 数 と 卵 サ イズ を 記録 し 
Ve: 
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調査 結果 

幅 化 場所 と 虐 形 態 

fie PT COMBI, 2009 年 4 月 下旬 か ら 35 月 下旬 に か け て で て 
土 に 潜り 浅い 位置 で 根 や 差し 込ん だ 棒 切 れ , も し く は 飼育 
容器 の 壁 に 付着 し た 状態 で 貢 を 作っ た (Fig. ). 同年 8 月 20 
日 に 貢 を 握り 出し て 破っ た と ころ , 中 で は 虐 化 が 完了 し て 


いた . 蘭 は 非常 に 堅く 強固 な 状態 で , 簡単 に 切り 開く こと 
は で き な か っ た (Fig. 2). 黄 は 全体 が 茶褐色 で 触角 や 腹 節 , 
頭頂 部 や 尾部 が 黒 で , 頭 部 が 和 鍛 る 紡 鍵 形 で あっ た (Fig. 3). 
HODR, £15.15 mm (n=2), 2 16.26 mm (n=2) で あっ た . 


成虫 の 羽化 と 性 比 


— REBAR 7c HA OU ICI L7e28, すべ て の 個体 が 羽化 し 
な か っ た 22Y). 葵 を 切り 開か な か っ た も の か ら は , 8 
る 3\ が 羽化 し た . MAIC k ARMER 38.46%, IPO” 
羽化 率 は ほぼ 100% ( 蘭 を 開い た 個体 を 除く Chore. ま 
た , 最初 の み 2 が 羽化 し て か らち ょ うど 1 ヶ月 後に * が 羽化 
Lee 

成虫 の 行動 

成 昌 は 昼間 に 動か ず 静 止 し た まま で あっ た が , 夜間 に は 雌 
雄 で 同調 する か の よう に 体 を 上 下 に ゆす る 動き を 示し た . 
この 行動 は 蛍光 灯 の 光 を つけ て し ば らく する と 止ま っ て し 
まい , それ か ら は 静止 状態 に な っ た (Fig. 4). 赤色 光 下 で 何 
回 か の 夜間 観察 を 行っ た が , 交尾 行動 を 確認 する こと は で 
き な か っ た . 飼育 下 で の 成虫 の 寿命 は , ほぼ 1 ヶ月 で あっ 
om 


産卵 と 卵 の 形態 


2010 年 3 月 14 日 か ら 同 年 4 月 2 日 に か け て , 成虫 は クワ 
の 枝 や 除湿 お よび 成虫 の 移動 用 に 貼り 付け た ろ紙 に 産卵 し 
た . 卵 は 黒褐色 で 平たい 長 円 形 で あっ た . 産卵 は 3 月 中 旬 
か ら 4 月 上 旬 に お よ ょ よび, 一 上 晩 に 100 卵 前 後 を 産む 日 も あっ 
た が , 10 卵 か ら 70 卵 ほど を まとめ て 産む こと が 多かっ た . 
また , 1 卵 や 数 卵 を 産 な こと も あり , 長い 期間 に わた り 産 
み 続 けた (Fig. 8). 産卵 総数 は 597 卵 で も っ た . も う 一 方 の 
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Table 1. Egg sizes (um) of Apochima excavata (Dyar) 





Maximum diameter Minimum diameter Height n 
Mean 833.59 639.35 431.20 20 
S.D. 10.81 6.72 9.08 20 


Table 2. Records of larvae of Apochima excavata (Dyar) collected in the field in 2010. 











Date Instar (n) 
Apr.15 Ist (8) 
Apr.18 Ist (1) 
Apr.28 2nd (1) 
May.9 2nd (3) 3rd (6) Ath (10) 5th (10) 
S 140 
a 
3 
き 120 
£ 
ei 
= 400 
80 
60 
40 
20 
Fig.8. Fluctuation of number of eggs ‘ 中 = | ュ っ 図 mm Boo 国 
laid by a female of Apochima Mar.14 Mar.19 Mar.24 Mar.29 Apr.3 
excavata (Dyar) in 2010. Date (2010) 


ペア 個体 で は 途中 で ゃ が 死亡 し , EIZU 100 JN 72 3 Ze. 
産 下さ れ た 卵 ど う し は 離れ て いた (Fig. 5). 卵 サ イズ を Table 
1 に 示し た . 卵 サ イズ は 予想 に 反し て 大 型 で は な か っ た . す 
べ て の 卵 は 第 化 せ ず , 無精 卵 と 思わ れ た . 


幼虫 探索 


2010 年 に 調査 地 で 採集 し た 幼虫 39 個体 の 調査 日 ご と の 齢 
と 確認 個体 数 を Table 2 に 示す . 4 月 1 日 , 18 日 に 1 齢 幼虫 
を 採集 する こと が で きた (Fig. 6). 効 上 の つい て いた 大 部 分 
の 樹木 は , 樹高 1 m 50 cm に 満た な いも の で 地上 高 30 cm の 
BEDS 5 cm LA POM Chore. Ki, 亜 終 齢 の それ ぞ れ 
1 個体 が 幼 樹 で は な く , 約 $ m に 達し た 樹木 の 170-180 cm 
の 枝 に つい て いた . 


前 回 , 効 虫 の 2 型 を 報告 し た が , 腹部 背面 の 褐色 型 に は 褐 
色 部 に 変異 が あり 薄い も の か ら 濃 いも の まで さま ざま な タ 
イプ の も の が 見 られ た (Fig. 7). 


考 R 


屯 は 非常 に 堅い こと や それ が 枝 や 磨 な ど に 付着 し て 作ら れ 
る こと な どか ら , 河川 の 池 潜 時 に 流 き れず 水 の 浸入 を 防ぐ 
と 考え られ た . タク ワリ トゲ エダ シャ ク は 河川 敷 の よう に 就 水 
の 頻度 が 高い 場所 に 適応 し た 種 な の か も 知れ な い . Ex, 


効 虫 は ウイ ルス 性 の 病気 や 寄生 で 死ぬ も の が 多かっ た . 野 
外 で は これ 以上 に 捕食 圧 が 高く 遇 化 率 は さら に 低く な る と 
思わ れる が , MLE CERAMIC DNA EP RES 
ら も 防衛 きれ て いる に 違い な い . 


踊 化 も し く は 羽化 し た 個体 の 性 比 (の :* キ ) は , ほぼ 2 :1 で 
あっ た . \ の 出現 率 は 少な か っ た も の の , 極端 に * ゃ が 少な 
い 種 で は な さそ う で ある . \ 成 束 の 捕 獲 記 録 が あま り に も 
少な い の は (間野 ,2003: 佐藤 , 2003), 2 ICIEMIEREVE DSS 
く 飛 閉 能 力 が 乏しく て 光源 に 飛来 し な いか ら で あ ろう . IB 
が 一 気 に ま と め て 卵 現 で 生ま れる の で は な いこ と , 3 月 中 
角 か ら 4 月 上旬 ま で 長期 間 に わ た っ て 産卵 され た こと な ど 
か ら , 前 報 (船越 ・ 宮 野 , 2010) で も 指摘 し た よう に , \ 成 
是 は 幼 樹 を 選好 し て 低い 位置 に 産卵 を 行っ て いる と 考え ら 
れ た . 2 個体 の 幼虫 が 高い 位置 か ら 見 つか っ た が , WRO 
移動 に よる も の で あり 成虫 の 茎 や 枝 へ の 産卵 位置 は 低い 
と 推定 され た . 
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Summary 


We searched for larvae of Apochima excavata (Dyar) in the two 
years 2008-2009, and estimated the reasons for the rapid decrease 
of this species (Funakoshi and Miyano, 2010). Observations of 
the larvae in the field and rearing were carried out during 2010 
and additional notes on the ecology are provided. Male and female 
imagines showed synchronized push-up behavior in the dark at 
night but it was stopped by lighting. Although Funakoshi and 
Miyano (2010) reported that there are brown and green forms of 
mature larvae, continuous variations in the dorsal part of the fourth 
to seventh abdominal segments were seen in the brown form. 


We found that A. excavata made a cocoon that was attached to a 
branch or the wall of a plastic cup under the ground in the laboratory. 
When the river is flooded, the abnormally firm cocoon may not 
be soaked through, and thus the pupae may be protected from the 
infiltration of water. These characteristics might suggest that A. 
excavata is a species which has adapted to places such as a riverbed 
which are often submerged. The sex ratio of the individuals that 
pupated or emerged was almost 2 : 1 (male : female). Thus, the 
small number of capture records of female imagines may be 
attributable to their being less attracted to light and having weaker 
flying ability than the males. It was confirmed that the female 
imago lays eggs at a low point of the stalk and branch of young 
saplings over a long period from the middle of March to the 
beginning of April. 
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